
令和８年度（２０２６年） 事業計画 
［（一社）北房観光協会］ 

［基本方針］ 

(一社)北房観光協会は、令和元年より法人化し、農泊推進事業としての北房まちの駅の宿泊事業と、日本

財団の渚の交番プロジェクトを中心に、森里川海連環の交流・体験事業については引き続き行います。今年

度は、「国重の森活性化協議会」の自走と、昨年度に引き続き、環境省の「良好な環境を活用した観光モデ

ル事業」の実証実験として、OSSU(Okayama Sustainable SATOYAMA/SATOUMI University)の体制確立により、

インバウンドツアーメニューの造成も行ってまいります。このような事業により地域の魅力づくりに努め

ると共に、真庭観光局と連携して、北房エリア全域の飲食店、宿泊施設等への集客と、経済循環を目指して

まいります。引き続き、皆様にはご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

１．事業内容 

（１）体験、宿泊事業［3,100,000円］ 

①体験事業(1,400,000 円) 

・パワースポット巡り 

・超田舎体験 

・農業体験、森パーク周辺での林業体験 

②食の交流事業(700,000円) 

③宿泊滞在推進事業(1,000,000円) 

・北房まちの駅運営受託 宿泊見込み数 （1000人）   

（２）定住促進事業[1,600,000 円] 

お試し住宅への移住者増強 

・旧教員住宅の活用による定住促進 

・お試し住宅 入居見込み数 （9人） 

２．組織運営 

 ① 会員募集 

  ・北房観光協会の正会員、賛助会員の募集を行います。 

 ・OSSU(Okayama Sustainable SATOYAMA/SATOUMI University)会員の募集を行います。 

 ② 組織体制の構築 

 ・スタッフの育成を行います。 

 


